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最 終 更 新 日 ： 2019 年 4 月 5 日

活 動 名 称
(40 字 以 内 )

中世の時代が輝く島根県益田市歴史観光プログラム企画開発プロジェクト

団 体 名 等 島根県益田市 市長　山本浩章

3 人フィールドワーク体験活動

研究室体験活動

参加資格等 学部学生

活 動 区 分

ボランティアなどの社会貢献活動

選 考 方 法

先着順

国際交流体験活動 書類審査

就労体験活動 面接

農林水産業・地域体験活動

募 集 人 数

活 動 期 間
8月頃 9月頃

主な活動場所 島根県益田市内
3泊4日程度 (応相談)

パック 60,000

目 的

島根県益田市は、中世の時代の史跡や古文書等が残る全国でも稀有な地域と言われており、これを活かした交流人口拡大
の取り組みが行われている。しかし、中世の歴史は一般的には著名ではないことから、これを手軽に感じていただける企画や
プログラム等の開発が急務である。
そこで、益田市内の中世の史跡等のフィールドワークを通して、中世の益田及びこれを活かした取り組みについての理解を深
め、観光客が魅力を感じる観光プログラムの企画開発を行うことを目的とする。

具体的な内容
（８００字程度）

益田市は今から800～400年前の中世という時代に大きく繁栄し、またその時代の様々な文化財や美術品が豊富に残り、それ
らの文化財や美術品から魅力的な歴史が事実として判明し、「中世文化の薫るまち」と称されている。
それは、（１）当時の領主であった益田氏の城・七尾城跡や館・三宅御土居跡といった遺跡、（２）益田氏ゆかりの萬福寺・医光
寺といった寺院、（３）それらの寺院に益田氏が招いた画聖雪舟が築いたと言われる庭園、（４）こうした益田氏の政治・軍事・
文化を支えた経済基盤である日本海交易の様子と湊町の遺跡、などであり、中世の時代を伝えるまちとしては、東の鎌倉に
対し西の益田と言っても過言ではない。
また、現在の益田に生きる人々も、こうした遺産を活用したまちづくりに取り組んでおり、（５）益田氏が毛利元就に振舞った料
理を再現する「中世の食」再現プロジェクト、（６）観光客に丁寧な解説をする「益田観光ガイド友の会」、（７）様々な形で学校教
育に中世益田の歴史を取り入れようとする運動、（８）益田氏の城下町で行われる「七尾まつり」、（９）歴史・文化情報の発信
拠点である「益田市歴史文化研究センター」、「益田市立雪舟の郷記念館」などを有し、「歴史を活かしたまちづくり」に取り組ん
でいる。
そこで、これらのことをキーとなる「ひと」への聞き取りも交え、益田の中世を魅力的に紹介する観光プログラムを企画開発す
る。

①事前学習
益田家の古文書を所蔵する東京大学史料編纂所で、古文書の閲覧や中世益田の魅力や取組についての事前学習を行う。

②現地フィールドワーク（FW)
1日目　12：15　萩・石見空港着　－　昼食　－　事前学習
2日目　終日FW　市内中世の史跡見学
3日目　終日FW　市内中世の史跡見学
4日目　午前　市内中世の史跡見学、午後　観光プログラム立案

※観光プログラム立案にあたっての注意点。
１）独自にターゲットを設定すること
２）プログラムは益田市ならではのものとし、実現可能性を有するものとすること
３）立案にあたっては必要に応じ、関係機関との調整を図ること
４）プログラムの内容は観光客の滞在時間の延長につながり、観光消費額の増加に寄与するものであること

③事後報告
立案した観光プログラムをパワーポイントで作成し、益田市に提出。

備 考

ウェブサイト等

●益田市ホームページ「文化・歴史・観光」
https://www.city.masuda.lg.jp/site/kanko/
●益田市ホームページ「歴史文化研究センター」
https://www.city.masuda.lg.jp/soshiki/182/
●一般社団法人益田市観光協会ホームページ
https://masudashi.com/

移動費ほか 5,000
奨励金額 35,000 円

計 65,000

参加するための

費用※

内　訳（1名当たり） その他※特記事項は以下に記載

交通費 ※本プログラムは原則、益田市内での活動となります
※参加するための費用は目安となります。プログラム日程が確定次第、ご案内いた
します
※プログラム日程は参加者の要望をヒアリングの上、調整いたします
※プログラム参加者には要件にもよりますが、益田市より最大20,000円の補助があ
ります

宿泊費


